
学校番号 ４０８ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合（現国） 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「新高等学校 国語総合」 （明治書院） 

副教材等 
「クリアカラー 国語便覧 第四版」（数研出版） 

「新常用漢字必携パーフェクトクリア改訂版」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

【主体的に学びに向かう態度】…毎回の授業課題と、テストごとに学びの記録の提出があります。 

◇ 授業の時間の中で、まずは自分で本文を読み込んでみましょう。 

◇ 予習として、わからない語句の意味を調べておきましょう。 

【知識・技能】…小テストがあります。 

◇漢字検定３～２級レベルの漢字を読み、書くことができるようになりましょう。 

◇教科書本文にある語句の意味を正しく理解し、説明できるようにしましょう。 

【思考力・判断力・表現力】…単元ごとに思考力や判断力、表現力を問う課題の提出があります。 

◇根拠を明確にして、自分の意見を述べたり、書いたりしましょう。 

◇文章の内容に沿って、筆者の主張や情景、人物の心情を的確に読み取りましょう。 

【その他】 

◇提出の期限は厳守。小テストには真剣に取り組む。テスト勉強の際は出題の観点を確認する。 

 

２ 学習の到達目標 

・言葉の意味や使い方に注意して、言葉を使おうとしている。 

・表現の仕方に注意して聞いたり読んだりし、表現の仕方や論理の構成、展開に気をつけて、話

したり書いたりしようとしている。 

・文章の叙述から、筆者の考えや登場人物の心情を的確に読み取ることができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 

e：知識・ 

理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化

に対する関心を深

め、国語を尊重し

てその向上を図ろ

うとしている。 

話す速度や抑揚、間の

取り方などの表現の

仕方に気をつけて、話

すことができる。ま

た、根拠を明確にする

など論理の構成や展

開を工夫して話そう

としている。表現の仕

方に注意して聞き、自

分の表現に生かそう

としている。 

自分の考えを伝える

ために、自らの思考の

過程を整理し、根拠を

明確にしながら書く

ことができる。また、

自分や他の生徒が書

いた文章を評価し合

い、書くことに生かそ

うとしている。 

文章の叙述に沿って、

筆者の考えや登場人

物の心情を的確に読

み取ることができる。 

様々な本や文章を読

み、人間、社会、自然

などについて、自分な

りの考えを形成しよ

うとしている。 

授業で扱った

教材に出てく

る 語 句 の 意

味、漢字の読

み書きのなど

の力を身につ

けている。 

評
価
方
法 

①授業の取り組み姿

勢 

②授業課題の点検 

など 

①行動の観察 

②授業課題の点検など 

①授業課題の点検 

②定期考査 

①授業の取り組み姿勢 

②授業課題の点検 

③定期考査 

 

①小テスト 

②定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

１
現
代
文
入
門 

〈教材〉 

「どうすれば虹の根もとに行け

るか」  

 

○   ◎ ○ a/c:筆者の完成に触れ新たなも

のの見方を知る。読み手が言葉を

通して想像できるように、自分の

体験を書く。 

ｄ：語句や表現に注意して文脈を

捉え、書き手の考えを的確に読み

取る。 

ｅ：教材に出てきた語句の意味を

理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

 

２
小
説
（
１
） 

〈教材〉 

「羅生門」 

○  ○ ◎ ○ a/d：文章に描かれている人物の

心情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めるとともに、情

景や心情の推移などを的確に捉

えて整理する。 

ｃ：文章に描かれている内容を踏

まえて、その後の展開を予想して

書く。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

３
評
論
（
１
） 

〈教材〉 

「水の東西」 

 

○   ○ ○ a/d：語句や表現に注意して文脈

を捉え、書き手の考えなどを、的

確に読み取るとともに、考えの進

め方や書き手の思考の流れ、事例

の意味などを整理する。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

評
論
（
１
） 

〈教材〉 

「コインは円形である」 

○ ◎  ○ ○ a/ｄ：語句や表現に注意して文脈

を捉え、書き手の考えなどを、的

確に読み取る。 

b:筆者が取り上げているような

事例を実生活の中から見つけ、そ

の問題点について発表する。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

定期考査 

小テスト 

学びの記録 

パフォーマンス 

４
言
語
活
動 

<教材> 

「意見文を書く」 

  

○  ◎  ○ a:自分の意見を表明するのに適

当な題材を見つけておく。 

C:相手に十分に伝わるように、内

容を構成し、自分の感想を交え

てまとめる。 

ｅ：自分の考えを表現するために

必要な文章の組立て、語句の意

味について理解する。 

行動の観察 

学びの記録 

パフォーマンス 



二
学
期 

５
小
説
（
２
） 

<教材> 

「水かまきり」 

○   ◎ ○ a/d：文章に描かれている人物の

心情を会話文などの表現に即し

て読み、情景や心情の推移などを

捉える。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

 

６
評
論
（
２
） 

<教材> 

「失敗に学ぶ」 

「マンモスの歩いた道」 

○   ◎ ○ a/d:語句や表現に注意して文脈

を捉え、具体例の意味を考えて、

書き手の考えなどを的確に読み

取る。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

７
表
現 

<教材> 

「ディベート」 

○ ◎   ○ a/b：考えの根拠を示して話すと

ともに、相手の示す根拠の適否な

どを確かめるために適切な質問

をする。 

ｅ：話すこと・聞くことに必要な

文の組立てや語句の意味につい

て理解する。 

行動の観察 

提出課題 

８
小
説
（
２
） 

<教材> 

「指」 

○   ◎ ○ a/d：文章に描かれている人物の

心情を表現に即して読み、情景や

心情の推移などを捉える。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

三
学
期 

９
小
説
（
３
） 

<教材> 

「清兵衛と瓢箪」 

「富岳百景」 

○   ◎ ○ a/d：文章に描かれている人物の

心情を表現に即して読み、作者の

言いたいことについて考える。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

１
０
評
論
（
３
） 

<教材> 

「ネットとリアルのあいだ」 

○ 〇  ◎ ○ a/d：語句や表現に注意して文脈

を捉え、書き手の考えなどを、的

確に読み取る。 

b:自分の考えをまとめ、視野を広

げる。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

定期考査 

小テスト 

 

１
１
表
現 

<教材> 

「発表する」 

○ ◎   ○ a： 話題について様々な角度か

ら検討し自分の意見を持つ 

b： 身近な人から話を聞いて、

感じたこと考えたことをまとめ、

発表する。 

ｅ：教材を読むことに必要な語句

の意味を理解する。 

行動の観察 

提出課題 

 

 

 


